
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本

部
長

佐
々
木
昌
貴
１
等
海
佐
）
は
、

令
和
８
年
２
月
７
日
（
土
）
、

日

（
水
）
に
佐
世
保
教
育
隊
（
司
令

宇
都
宮
俊
哉
１
等
海
佐
）
に
お
い
て

海
上
自
衛
隊
合
格
者
説
明
会
を
、
令

和
８
年
２
月

日
（
日
）
に
大
村

駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令

土
肥
崇
紀

１
等
陸
佐
（
当
時
）
）
に
お
い
て
陸

上
自
衛
隊
合
格
者
説
明
会
を
、
令
和

８
年
３
月
４
日
（
水
）
に
芦
屋
基
地

（
基
地
司
令

兼
田
大
助
空
将
補
）

に
お
い
て
、
航
空
自
衛
隊
合
格
者
説

明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

海
上
自
衛
隊
合
格
者
説
明
会
及
び

陸
上
自
衛
隊
合
格
者
説
明
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
合
格
者
及
び
保
護
者
を

対
象
に
概
況
説
明
、
施
設
見
学
及
び

基
幹
隊
員
と
の
懇
談
を
行
い
、
航
空

自
衛
隊
合
格
者
及
び
保
護
者
を
対
象

に
概
況
説
明
、
施
設
見
学
、
体
験
喫

食
、
若
年
隊
員
と
の
懇
談
及
び
航
空

機
見
学
を
実
施
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
現
役
の
隊
員

と
懇
談
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。
」
、

「
色
々
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
て
不

安
を
解
消
で
き
た
。
」
等
、
入
隊
へ

の
前
向
き
な
意
見
が
多
く
好
評
で

あ
っ
た
。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、

今
後
も
合
格
者
に
自
衛
隊
の
魅
力
を

周
知
し
、
合
格
者
の
不
安
を
払
拭
す

る
フ
ォ
ロ
ー
に
繋
が
る
よ
う
引
き
続

き
積
極
的
な
活
動
に
努
め
て
い
く
所

存
で
す
。

（
募
集
課
計
画
班
）
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三自衛隊合格者説明会
陸上自衛隊 海上自衛隊 航空自衛隊
大村駐屯地 佐世保教育隊 芦屋基地

大村駐屯地での陸上自衛隊合格者説明会
における概況説明

佐世保教育隊での海上自衛隊合格者説明会
における施設見学

芦屋基地での航空自衛隊合格者説明会
における航空機見学
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自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

佐
々
木

昌
貴
１
等
海
佐
）
は
、
令
和
７
年

月

日

（
日
）
防
衛
省
長
崎
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
１
回
防

衛
大
学
校
等
説
明
会
を
、
令
和
８
年
１
月

日

（
土
）
佐
世
保
合
同
庁
舎
佐
世
保
出
張
所
に
お
い
て

第
２
回
防
衛
大
学
校
等
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
リ
ク
ル
ー
タ
と
し
て
海
上
幕
僚
長
・
齋

藤
聡
海
将
の
来
崎
を
得
ら
れ
た
ほ
か
、
幹
部
リ
ク

ル
ー
タ
を
招
聘
し
た
。

第
１
回
防
衛
大
学
校
等
説
明
会
で
は
、
防
衛
大
学

校
等
合
格
者
及
び
保
護
者
を
対
象
に
海
上
幕
僚
長
の

講
話
及
び
若
手
幹
部
リ
ク
ル
ー
タ
と
の
懇
談
を
行
い
、

第
２
回
防
衛
大
学
校
等
説
明
会
で
は
、
将
来
防
衛
大

学
校
入
校
を
目
指
し
て
い
る
者
及
び
保
護
者
等
を
対

象
と
し
た
懇
談
形
式
で
実
施
し
た
。

海
上
幕
僚
長
か
ら
は
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
、
進
路
と
し
て
自
衛
隊
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
、
防
衛
大
学
校
・
幹
部
候
補
生
学
校
学
生

～
若
手
幹
部
時
代
の
経
験
談
及
び
自
衛
隊
の
国
内
外

に
お
け
る
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
懇
切
丁

寧
、
か
つ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

い
言
葉
を
用
い
て
講
話
・
懇
談
を
し
て
い
た
だ
き
参

加
者
か
ら
は
好
評
で
あ
っ
た
。

他
に
も
、
若
手
幹
部
リ
ク
ル
ー
タ
と
の
懇
談
は
、

参
加
者
と
年
齢
層
が
近
い
こ
と
も
あ
り
自
衛
隊
を
よ

り
身
近
な
存
在
に
捉
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

本
説
明
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
防
大
に
行
き
た

い
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
」
「
不
安
が
払
し
ょ
く

さ
れ
た
。
」
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
た
。
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
自
衛
隊

へ
の
理
解
促
進
及
び
受
験
・
入
校
意
欲
の
向
上
に
繋

が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
防
衛
大
学
校
の

み
な
ら
ず
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
々
に
自
衛
隊
の

魅
力
を
周
知
し
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
志

願
者
や
入
隊
・
入
校
者
の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
引
き

続
き
積
極
的
な
募
集
広
報
活
動
に
努
め
て
い
く
所
存

で
す
。

（
募
集
課
計
画
班
）
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第１回防衛大学校等説明会
における海幕長講話

第２回防衛大学校等説明会におけるリクルータと
参加者の懇談

第
１
回
防
衛
大
学
校
等
説
明

会
に
お
け
る
リ
ク
ル
ー
タ
に

よ
る
防
衛
大
学
校
概
要
説
明

第２回防衛大学校等説明会における
海幕長と参加者の懇談

「ハイレベルリクルータ」は海幕長
防衛大学校説明会
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自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

佐
々
木
昌
貴
１
等
海
佐
）
は
１
月

日
（
土
）
、
諫
早
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
４
師
団
（
師
団
長

前
島
政
樹
陸
将
）
主
催
「
第
４
音
楽
隊
巡
回
演
奏
会

諫
早
」
を
支
援
し
た
。

第
４
音
楽
隊
（
隊
長

松
田
拓
也
１
等
陸
尉
）
は
福
岡
駐
屯
地
を
拠
点
に
北
部

九
州
４
県
に
お
け
る
各
種
演
奏
会
や
式
典
、
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
等
の
主

要
な
イ
ベ
ン
ト
で
高
い
演
奏
力
を
披
露
す
る
、
実
力
派
奏
者
が
揃
う
音
楽
隊
で

あ
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
令
和
７
年

月

日
（
日
）
に
は
平
戸
市
ま
ち
づ
く
り
運

営
協
議
会
（
会
長

谷
田
美
幸
（
よ
し
ゆ
き
）
氏
）
の
要
請
に
よ
り
平
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
第
４
音
楽
隊
巡
回
演
奏
会

平
戸
」
を
実
施
、
平

戸
・
松
浦
市
内
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
遠
く
は
佐
賀
、
福
岡
か
ら
も
熱
心
な

フ
ァ
ン
が
訪
れ
た
。
１
，
３
０
０
名
の
来
場
を
得
て
、
第
４
音
楽
隊
の
演
奏
に

魅
了
さ
れ
た
観
客
か
ら
送
ら
れ
た
万
雷
の
拍
手
は
鳴
り
や
む
事
を
知
ら
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
１
月

日
（
土
）
に
は
、
壱
岐
防
衛
協
会
（
会
長

瀬
戸
口
和

幸
氏
）
の
熱
烈
な
尽
力
に
よ
り
壱
岐
市
内
で
の
同
会
主
催
に
よ
る
「
第
４
音
楽

隊
特
別
演
奏
会
」
が
つ
い
に
実
現
、
壱
岐
市
民
約
５
０
０
名
が
会
場
に
詰
め
掛

け
、
音
楽
隊
の
演
奏
に
魅
了
さ
れ
た
。
第
４
音
楽
隊
の
演
奏
に
感
動
し
た
、
壱

岐
市
内
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
た
ち
が
郷
ノ
浦
港
ま
で
見
送
り
に
駆
け
付
け
、

帰
福
す
る
音
楽
隊
員
を
大
い
に
感
動
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
諫
早
演
奏
会
で
は
、
前
日
ま
で
の
降
雪
を
含
む
天
候
不
良
か
ら
客
足

が
鈍
っ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
諫
早
・
長
崎
市
域
を
中
心
に
６
９
１
名
の

来
場
者
が
会
場
を
訪
れ
、
音
楽
隊
の
演
奏
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。
一
般
的
に
、

指
揮
者
は
舞
台
中
央
に
立
ち
指
揮
棒
を
振
る
う
の
が
常
で
あ
る
が
、
松
田
隊
長

は
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
舞
台
中
央
に
引
き
出
し
た
ピ
ア
ノ
を
自
ら
演
奏
し
つ
つ

指
揮
を
執
る
と
い
う
超
絶
技
巧
を
魅
せ
付
け
た
。
全
体
の
指
揮
と
自
身
の
演
奏

を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
、
な
か
な
か
他
の
指
揮
者
の
演
奏
で
は
見
る
事
が
で
き

な
い
、
豪
胆
か
つ
繊
細
、
天
性
の
才
能
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
結
実
し
た
成
果
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
我
々
の
度
肝
を
抜
く
に
は
十
分
す
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
観

客
か
ら
大
い
に
拍
手
が
上
が
っ
た
。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
時
に
観
客
を
魅
了
し
圧
倒
し
、
時
に
安
ら

ぎ
と
落
ち
着
き
を
与
え
て
く
れ
る
音
楽
隊
の
演
奏
を
県
民
の
皆
様
に
も
っ
と
お

届
け
す
る
た
め
、
各
自
衛
隊
の
音
楽
隊
と
連
携
、
協
力
し
て
演
奏
機
会
を
得
て

い
く
と
と
も
に
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
で
将
来

の
隊
員
募
集
が
活
発
化
、
深
化
し
て
い
く
よ
う
今
後
も
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。

（
募
集
課
広
報
班
）

演奏中、豪胆にもピアノ演奏と指揮を同時に披露した
第４音楽隊長・松田拓也１等陸尉

第４音楽隊員が帰福する際、郷ノ浦港まで見送りに
駆け付けた、壱岐市内の中学校吹奏楽部員

長崎地本の募集広報ブースに集まる来場者

壱岐の島ホールで特別演奏を行う
第４音楽隊の雄姿
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自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

佐
々
木
昌
貴
１
等
海
佐
）
は
、
２
月
７
日

（
土
）
、
大
村
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令

土
肥

崇
紀
１
等
陸
佐
（
当
時
）
）
及
び
第
４
飛
行
隊

（
隊
長

種
物
谷
英
憲
２
等
陸
佐
（
当

時
）

）
が
計
画
す
る
、
大
村
駐
屯
地
に
お
け

る
陸
上
自
衛
隊
の
Ｕ
Ｈ

１
Ｈ
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
体
験
搭
乗
に
参
加
し
た
。

当
日
は
募
集
対
象
者

名
の
ほ
か
、
大
村

駐
屯
地
で
勤
務
す
る
隊
員
の
家
族
を
含
め
た

名
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
第
４
飛
行
隊
ク

ル
ー
に
よ
る
搭
乗
時
の
注
意
事
項
等
の
説
明
を

受
け
た
後
全
員
で
機
体
を
背
景
に
し
て
記
念
撮

影
を
実
施
し
、
体
験
搭
乗
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｕ

Ｈ

１
Ｈ
の
軽
や
か
な
飛
行
に
搭
乗
者
た
ち

は
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
眼
下
に
流
れ
る
郷
里

の
姿
に
感
動
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
一
方
で
地

上
か
ら
見
送
る
人
々
も
、
春
ま
だ
遠
い
抜
け
る

よ
う
な
蒼
天
に
溶
け
込
ん
で
い
く
Ｕ
Ｈ

１

Ｈ
の
姿
に
、
大
い
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

搭
乗
待
ち
或
い
は
搭
乗
を
終
え
た
来
場
者
向

け
に
、
駐
屯
地
所
属
部
隊
か
ら
高
機
動
車
の
体

験
搭
乗
や
装
備
品
展
示
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
に
跨
り
満
面
の
笑
み
を
見

せ
て
い
た
。
あ
わ
せ
て
、
普
段
は
な
か
な
か
見

る
事
の
出
来
な
い
資
料
館
「
鎭
西
精
武
館
」
の

開
放
も
行
っ
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
大

村
純
忠
公
以
来
の
肥
前
大
村
藩
か
ら
旧
帝
国
陸

軍
の
華
々
し
い
戦
歴
、
警
察
予
備
隊
、
保
安
隊

を
経
て
陸
上
自
衛
隊
の
現
在
ま
で
連
綿
と
連
な

る
復
活
と
栄
光
の
歴
史
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と

が
出
来
る
。
肥
前
武
士
と
そ
の
末
裔
た
ち
の
血

と
汗
と
誇
り
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
昭
和
期
の

長
崎
大
水
害
や
平
成
初
期
の
雲
仙
普
賢
岳
火
砕

流
災
害
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
に

よ
る
活
躍
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
学
校
で
は
教

え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
内
容
に
見
学
者
は
感
銘

を
受
け
て
い
た
。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
郷

土
部
隊
と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
一
人
で
も
多
く
の
国
民
の
皆

様
に
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
を
深

め
て
頂
く
事
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の

魅
力
発
信
の
た
め
今
後
も
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

（
募
集
課
広
報
班
）

in

ＵＨ－１Ｈによる体験搭乗大村駐屯地

❘
27

64

❘

❘

体験搭乗開始前にＵＨ－１Ｈ前に集まった搭乗者たち
陸自制服、戦闘服を試着する
駐屯地隊員の子供

陸上自衛隊の制服を試着して
ご満悦の高校生

大村駐屯地資料館「鎭西精武館」
をマンツーマンの説明付きで
見学する高校生

装備品展示の偵察用オートバ
イに跨り雄姿を魅せる高校生
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防
衛
省
・
自
衛
隊
は
隊
員
の
生
活
・

勤
務
環
境
の
改
善
・
魅
力
化
の
た
め
尽

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
の

駐
屯
地
・
基
地
で
各
種
工
事
や
所
属
隊

員
自
身
に
よ
る
工
夫
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
の

所
在
す
る
長
崎
防
衛
合
同
庁
舎
に
お
い

て
も
、
生
活
・
勤
務
環
境
の
改
善
・
魅

力
化
の
一
環
と
し
て
、
大
村
駐
屯
地
業

務
隊
の
支
援
に
よ
り
、
各
階
の
ト
イ
レ

が
す
べ
て
和
式
か
ら
洋
式
と
な
り
ま
し

た
。自

衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
昭
和

時
代
の
現
庁
舎
を
大
切
に
使
用
し
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
合
同
庁
舎
で
勤
務
す

る
隊
員
や
来
庁
さ
れ
る
お
客
様
に
気
持

ち
よ
く
お
使
い
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も

必
要
な
模
様
替
え
や
修
繕
を
適
時
適
切

に
実
施
す
る
こ
と
で
生
活
勤
務
環
境
の

更
な
る
改
善
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
総
務
課
管
理
班
）

★改装前 ★改装後

和式 から 洋式へ

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

佐
々

木
昌
貴
１
等
海
佐
）
は
令
和
８
年
１
月 

 

日

（
金
）
、
長
崎
市
内
で
開
催
さ
れ
た
九
州
・
沖
縄

地
区
防
衛
協
会
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
長
崎
大

会
に
お
い
て
、
会
場
準
備
や
受
付
、
来
場
者
の
案

内
誘
導
な
ど
の
運
営
支
援
を
実
施
し
た
。
本
大
会

は
長
崎
県
防
衛
協
会
が
主
管
し
、
九
州
・
沖
縄
各

県
の
防
衛
協
会
関
係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
日

頃
の
防
衛
協
会
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
九

州
・
沖
縄
各
地
域
に
お
け
る
防
衛
意
識
の
醸
成
と

相
互
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ら
れ

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、
海
上
自
衛

隊
佐
世
保
地
方
総
監
の
福
田
達
也
海
将
が
登
壇
し
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
や
海
上
自
衛

隊
の
任
務
・
役
割
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

自
衛
隊
の
人
材
募
集
の
現
状
や
、
退
職
自
衛
官
に

対
す
る
援
護
施
策
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
、
今
後

の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
参
会
者
に
理
解
を
深

め
て
頂
く
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

祝
賀
会
に
は
約
２
５
０
人
が
出
席
、
九
州
・
沖

縄
地
区
の
自
衛
隊
指
揮
官
も
多
数
参
加
し
、
長
崎

検
番
（※

）

に
よ
る
祝
舞
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
参
加

者
同
士
が
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
、
次
回
開
催
県

と
な
る
福
岡
県
防
衛
協
会
へ
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ

れ
た
。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
本
大
会
の
運

営
支
援
を
通
じ
て
防
衛
協
会
と
の
連
携
を
一
層
強

化
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
基
盤
の
充
実
と
地
域
の

結
び
つ
き
の
深
化
に
寄
与
す
る
た
め
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

（
援
護
課
援
護
総
括
班
）

※

長
崎
検
番
（
な
が
さ
き
け
ん
ば
ん
）
：
江
戸
時
代
か
ら

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
長
崎
花
柳
界
の
中
心
的
組
織
で

あ
り
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
秋
の
大
祭
「
長
崎
く
ん
ち
」

に
お
け
る
踊
り
奉
納
で
有
名

記念講演の席上、各防衛協会関係者による日頃
からの防衛省・自衛隊へのお力添えに厚く謝意
を述べられる、佐世保地方総監・福田達也海将 九州全土及び沖縄から遥々長崎の地に駆け付けた、各県防衛協会関係者

佐
世
保
地
方
総
監
に
よ
る
記
念
講
演23

西部方面隊管内の地本で初の試み、
円滑な再就職を支援

集まった定年退職官予定者及び任期満了退職予定者と
各企業の人事担当者の熱意により、会場は冬を忘れる
熱気に包まれた。

新たな人生を、新たな進路を開拓するために、退職予定者
のみならず、当日予定の付いた現職隊員も詰め掛け、
企業担当者の説明を真剣に聞き取る姿が見られた。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

佐
々
木
昌
貴
１
等
海
佐
）
は
令

和
８
年
２
月
５
日
（
木
）
、
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
、

「
令
和
７
年
度
就
職
援
護
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
。
本
フ
ェ
ア
は
、
若
年
定

年
退
職
予
定
隊
員
及
び
部
隊
援
護
担
当
者
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
で
、
自

衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
と
し
て
初
の
開
催
で
あ
る
と
と
も
に
、
九
州
・
沖

縄
地
区
の
地
方
協
力
本
部
全
体
と
し
て
も
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。

本
フ
ェ
ア
は
、
参
加
隊
員
ら
が
民
間
企
業
の
現
状
や
業
種
特
性
に
つ
い
て

理
解
を
含
め
、
円
滑
な
再
就
職
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
参
加
企
業
側
に

と
っ
て
も
自
衛
隊
で
培
わ
れ
た
規
律
性
や
協
調
性
を
備
え
た
人
材
と
直
接
交

流
す
る
ほ
か
、
退
職
自
衛
官
の
再
就
職
支
援
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
午
前
の
部
及
び
午
後
の
部
の
２
部
構
成
で
開
催
し
、
陸
・
海
・
空

各
自
衛
隊
の
隊
員
ら
延
べ
２
５
０
人
が
参
加
。
、
会
場
に
は
建
設
、
製
造
、

運
輸
、
医
療
、
福
祉
、
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら

社

に
及
ぶ
企
業
が
一
堂
に
会
し
、
企
業
概
要
や
業
務
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。
参
加
隊
員
は
、
各
企
業
担
当
者
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
仕

事
内
容
や
必
要
資
格
、
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
質
問
を
重
ね
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

参
加
隊
員
か
ら
は
「
多
様
な
業
種
の
説
明
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
」
「
退
職
後
の
進
路
を
具
体
的
に
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
加
企
業
か
ら
も
「
自
衛

隊
で
培
わ
れ
た
規
律
性
や
責
任
感
は
大
き
な
強
み
」
「
意
欲
の
高
い
人
材
が

多
く
、
今
後
の
採
用
に
つ
な
げ
た
い
」
と
い
っ
た
評
価
を
頂
き
、
本
フ
ェ
ア

は
を
隊
員
及
び
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。自

衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
関
係

部
隊
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
隊
員
が
安
心
し
て
新
た
な
人
生
の

ス
テ
ー
ジ
に
進
め
る
よ
う
、
よ
り
充
実
し
た
就
職
援
護
施
策
の
推
進
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

（
援
護
課
長
崎
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
）

45



◎
西
部
方
面
総
監
部
付
隊(

健
軍)

か
ら

総
務
課
管
理
班
へ
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濱
里

幸
香

◎
長
崎
募
集
案
内
所
へ

非
常
勤
隊
員

◎
自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
か
ら

本
部

援
護
課
へ

寺
下

千
里

◎
琴
海
地
域
事
務
所
へ

非
常
勤
隊
員

川
口

美
幸

◎
諫
早
地
域
事
務
所
へ

非
常
勤
隊
員

山
﨑

光
義

◎
佐
世
保
出
張
所
へ

非
常
勤
隊
員

満
居

浩

◎
長
崎
募
集
案
内
所
へ

防
衛
事
務
官

（
再
任
短
）

串
﨑

康
也

◎
琴
海
地
域
事
務
所
へ

防
衛
事
務
官

（
再
任
短
）

森

眞
司

◎
諫
早
地
域
事
務
所
へ

防
衛
事
務
官

（
再
任
短
）

三
浦

祐
子

◎
長
崎
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
へ

非
常
勤
隊
員

◆
新
規
採
用

令
和
８
年
２
月
１
日
付

松
本

昂
己

防
衛
事
務
官

◎
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
か
ら

本
部

総
務
課
へ

堀
口

新
也

防
衛
事
務
官

◎
山
口
駐
屯
地
業
務
隊(

山
口)

か
ら

本
部

総
務
課
会
計
班
長
へ

中
武

敏
治

防
衛
事
務
官

◎
西
部
方
面
総
監
部

(

健
軍)
か
ら

本
部

援
護
課
予
備
自
衛
官
班
長
へ

丸
谷

二
郎

防
衛
事
務
官

◎
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長
か
ら
本
部
援
護
課
長
へ

土
居

美
紀

防
衛
事
務
官

◆
転

入

令
和
８
年
４
月
１
日
付

川
良

将
吾

１
等
陸
曹

◆
転

入

令
和
８
年
３
月

日
付

16

◎
第

即
応
機
動
連
隊(

滝
川)

か
ら

本
部

募
集
課
長
へ

塘

龍
樹

３
等
陸
佐

10

◎
第
４
施
設
大
隊(

大
村)

か
ら

本
部

募
集
課
へ

宮
本

国
往

准
陸
尉

◎
第
２
飛
行
隊(

旭
川)

か
ら

本
部

募
集
課
へ

衛
藤

慎
一

１
等
陸
曹

◎
佐
世
保
シ
ス
テ
ム
通
信
隊(

佐
世
保)

か
ら
佐
世
保
出
張
所
へ

橋
本

栞

２
等
海
曹

◆
新
規
採
用

令
和
８
年
４
月
１
日
付

◎
第

普
通
科
連
隊(

大
村)

か
ら

島
原
地
域
事
務
所
長
へ

松
本

祐
二

３
等
陸
尉

16

◎
第

普
通
科
連
隊(

秋
田)

か
ら

琴
海
地
域
事
務
所
へ

寺
田

長
寿

１
等
陸
曹

21

◎
高
射
学
校(

下
志
津)

か
ら

長
崎
募
集
案
内
所
へ

山
田

浩
二

３
等
陸
佐

◎
第
８
航
空
団(

築
城)

か
ら

長
崎
募
集
案
内
所
へ

鈴
木

貴
裕

２
等
空
曹

◆
転

入

令
和
８
年
４
月
１
日
付

◆
転

出

令
和
８
年
２
月

日
付

15

◎
本
部

募
集
課
計
画
班
か
ら

西
部
航
空
警
戒
管
制
団

 (

団
司
令
部
人
事
部)

付
へ

中
武

桂
子

２
等
空
曹

◆
転

出

令
和
８
年
３
月

日
付

16

◎
本
部

募
集
課
長
か
ら

九
州
補
給
処(

目
達
原)

へ

池
田

秀
樹

３
等
陸
佐

◎
本
部

募
集
課
か
ら

第
４
施
設
大
隊
施
設
課(

福
岡)

へ

西
村

修

陸
曹
長

◎
佐
世
保
出
張
所
か
ら

防
衛
大
学
校
へ

島
田

雄
大

２
等
陸
曹

◎
島
原
地
域
事
務
所
長
か
ら

竹
松
駐
屯
地
業
務
隊(

竹
松)

へ

野
口

秀
貴

１
等
陸
尉

◎
琴
海
地
域
事
務
所
か
ら

西
部
航
空
警
戒
管
制
団(

背
振
山)

へ

船
越

早
人

空
曹
長

◎
長
崎
募
集
案
内
所
か
ら

補
給
統
制
本
部(

十
条)

へ
髙
山

寛
雄

陸
曹
長

◎
島
原
地
域
事
務
所
か
ら

第
１
０
２
高
射
特
科
隊(

竹
松)

へ

宮
本

福
士

陸
曹
長

◆
転

出

令
和
８
年
３
月

日
付

16

◆
転

出

令
和
８
年
４
月
１
日
付

◎
本
部

援
護
課
長
か
ら

海
上
幕
僚
監
部(

市
ヶ
谷)

へ

羽
入
田

和
巳

防
衛
事
務
官

◎
本
部

総
務
課
か
ら

大
村
駐
屯
地
業
務
隊(

大
村)

へ

市
原

真
由
美

防
衛
事
務
官

◎
本
部

援
護
課
か
ら

西
部
方
面
総
監
部(

健
軍)

へ

平
松

聖
香

防
衛
事
務
官

◎
本
部

募
集
課
か
ら

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
へ

江
藤

大
輔

防
衛
事
務
官

◎
本
部

援
護
課
か
ら

西
部
方
面
総
監
部(

健
軍)

へ

岩
永

新
伍

防
衛
事
務
官

◆
退

職

令
和
８
年
３
月

日
付

◆
任
期
満
了

令
和
８
年
３
月

日
付

◎
本
部

援
護
課
予
備
自
衛
官
班
長

串
﨑

康
也

防
衛
事
務
官

◎
本
部

総
務
課
会
計
班
長川

西

賢

防
衛
事
務
官

◎
本
部

援
護
課

長
崎
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

吉
居

雅
博

防
衛
事
務
官

◎
本
部

援
護
課
予
備
自
衛
官
班

前
田

真
里
子

非
常
勤
隊
員

◎
長
崎
募
集
案
内
所

満
居

浩

非
常
勤
隊
員

人

事

異

動

阿
津
坂

優

◎
本
部

募
集
課
へ

防
衛
事
務
官

平
素
か
ら
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
ご
愛
読
頂
い
て
お
り
ま
す
「
長
崎
地
本
だ
よ
り
」
の
発
行
時
期
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。
令
和
４
年
５
月
号
か
ら
年
４
回
の
発
行
と
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
諸
般
の
都
合
に
よ

り
令
和
８
年
５
月
号
以
降
は
年
３
回
（
５
月
号
、
９
月
号
、
１
月
号
）
の
発
行
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
充
実
し
た
紙
面
を
お
届
け
致
し
ま
し
て
、
各
協
力
団
体
の
皆
様
、
県
民
の
皆
様

と
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
梯
た
る
役
割
の
一
端
を
「
長
崎
地
本
だ
よ
り
」
が
果
た
せ
ま
す
よ
う
、
今
後

も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
ご
愛
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発
行
時
期
変
更
に
つ
い
て

に
応
じ
た
避
難
訓
練
を
開
始
し
、
ま
た
、
各
班
は
迅
速
か
つ

慎
重
に
消
火
器
の
搬
入
、
予
め
指
定
さ
れ
た
物
件
の
搬
出
、

在
庁
者
の
避
難
誘
導
、
負
傷
者
救
護
の
準
備
等
、
各
班
の
任

務
を
全
う
し
た
。
訓
練
終
了
後
は
消
防
局
員
か
ら
消
火
器
の

操
作
法
に
つ
い
て
実
演
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
消
火
班
を
中

心
に
訓
練
用
の
消
火
器
を
用
い
た
訓
練
を
実
施
し
た
。
参
加

隊
員
か
ら
は
「
久
々
の
訓
練
で
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」
「
火
災
の
際
に
ど
う
行
動
す
る
か
、
思
い
返
す
良
い
機

会
と
な
っ
た
」
と
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た
。
今
年
度
自
衛

隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
・
九
州
防
衛
局
長
崎
防
衛
支
局
に
転

入
、
或
い
は
新
規
採
用
さ
れ
た
職
員
に
と
っ
て
は
初
の
訓
練

参
加
で
あ
り
、
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
実
際

に
訓
練
し
て
体
で
覚
え
る
貴
重
な
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
本
部
長

１
等
海
佐

佐
々
木
昌
貴

長崎防衛合同庁舎における避難訓練

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
て
更
に
習
熟
で
き
る
よ
う
訓

練
に
努
め
て
長
崎
防
衛
合
同
庁
舎
の
安
全
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
市
民
の
皆
様

に
安
心
し
て
ご
来
庁
頂
け
る
よ
う
、
九
州
防
衛
局
長
崎
防
衛
支
局
及
び
長
崎
市
消
防
局
と

の
連
携
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
総
務
課
管
理
班
）

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

（
本
部
長

佐
々
木
昌
貴
１
等

海
佐
）
は
令
和
８
年
３
月
６
日

（
金
）
、
九
州
防
衛
局
長
崎
防

衛
支
局
（
支
局
長

佐
々
木
正

博
防
衛
事
務
官
）
と
共
同
で
長

崎
防
衛
合
同
庁
舎
避
難
訓
練
を

実
施
し
た
。
本
訓
練
は
法
令
に

基
づ
き
、
長
崎
市
消
防
局
の
指

導
を
受
け
て
年
１
回
実
施
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
参
加
隊
員

は
消
火
班
を
は
じ
め
、
各
班
毎

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

当
日
在
庁
し
て
い
る
全
て
の

隊
員
は
、
火
災
の
状
況
を
付
与

さ
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

長崎市消防局の指導員から訓練評価を受ける隊員 訓練用の水入り消火器を用いた、
粉末消火器の操法訓練

出火場所(想定)に向け消火器を用いた消火を実施
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